
地
域
で
暮
ら
す
難
病
の
子
ら
支
え
る

■外来・入院診療、訪問診療（要予約）

博愛こども発達・在宅支援クリニックのデイサービス室で友だちに
風船を渡そうとする髙野葉月ちゃん（中央）。利用初日の様子

クリニック院長の玉崎章子さん

バランスボールを使って
体の硬直を和らげる

医療と福祉、
教育とロボがコラボ

　

 

支
援
が
必
要
な
子
や
家
族
の
現
状

　
県
内
に
は
、地
域
で
生
活
す
る
難
病

の
子
ど
も
が
約
５
０
０
人
、う
ち
医
療

的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
は
約

１
５
０
人
い
ま
す
。

　
医
療
的
ケ
ア
と
は
、た
ん
の
吸
引（※

１
）や
経
管
栄
養（※

２
）な
ど
の
医
療

的
な
生
活
援
助
行
為
で
、医
師
の
指
導

の
下
、家
族
が
行
い
ま
す
。医
療
の
進
歩

に
よ
り
、こ
の
よ
う
な
ケ
ア
を
必
要
と
し

な
が
ら
在
宅
で
生
活
す
る
子
は
今
後
増

え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
家
族
や
同
年
代
の
友
だ
ち

と
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
は
喜
ば
し
い
反

面
、ケ
ア
を
怠
る
と
命
に
関
わ
る
た
め
、

家
族
は
必
要
に
応
じ
て
利
用
で
き
る
サ

ポ
ー
ト
を
求
め
て
い
ま
す
。し
か
し
、こ

う
し
た
子
ど
も
を
日
中
預
け
る
所
は
少

な
く
、訪
問
看
護
や
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の

専
門
職
も
子
ど
も
の
支
援
に
は
慣
れ
て

い
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、付
き
添
い
や
看

護
の
依
頼
に
応
え
る
の
は
難
し
い
の
が

実
情
で
す
。当
事
者
の
抱
え
る
課
題
は
、

難
病
や
重
い
障
が
い
な
ど
困
難
の
状
態

や
程
度
で
異
な
り
、ま
た
、そ
れ
ら
が
複

数
重
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

 

在
宅
支
援
の
拠
点
が
オ
ー
プ
ン

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、２
０
１
９

（
平
成
31
）年
４
月
、県
と
日
本
財
団
が

共
同
で
進
め
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
と
し
て
、難
病
の
子
ど
も
と
家
族
を

支
え
る「
博
愛
こ
ど
も
発
達
・
在
宅
支

援
ク
リ
ニ
ッ
ク
」が
米
子
市
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。同
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、医
師
、

看
護
師
、理
学
療
法
士
、社
会
福
祉

士
、保
育
士
な
ど
10
人
が
勤
務
。院
長

の
玉
崎
章
子
さ
ん
は
、多
職
種
体
制
の

利
点
を「
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
支
援
が
で
き
る
ほ
か
、ス
タ
ッ
フ
も

知
識
や
技
術
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
る
」と
話
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、発
達
障
が
い
や
感
染
症
、

て
ん
か
ん
な
ど
の
外
来
診
療
や
通
院
が

困
難
な
子
の
訪
問
診
療
、肢
体
不
自
由

児
や
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ら
が
日

中
や
放
課
後
を
過
ご
す
た
め
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。ま
た
、今
秋
に
は
１

泊
以
上
の
短
期
入
所
も
開
始
。こ
う
し

た
サ
ー
ビ
ス
は
、家
族
の
休
息
だ
け
で

な
く
、子
ど
も
が
自
立
し
て
い
く
た
め

の
発
達
支
援
が
目
的
。さ
ら
に
、支
援

者
と
な
る
人
材
の
育
成
も
、鳥
取
大
学

医
学
部
附
属
病
院
小
児
在
宅
支
援
セ
ン

タ
ー（
米
子
市
）と
連
携
し
て
行
い
ま
す
。

 

家
族
や
本
人
の
安
心
を
大
事
に

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
４
歳
の

髙
野
葉
月
ち
ゃ
ん
は
、小
腸
か
ら
十
分

に
栄
養
が
吸
収
で
き
な
い
短
腸
症
候
群

の
た
め
、胃
ろ
う
や
点
滴
か
ら
も
水
分

や
栄
養
を
取
って
い
ま
す
。16（
同
28
）年

に
葉
月
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ

と
、入
院
生
活
を
共
に
し
て
い
た
母
の

希
美
さ
ん
は「
ど
こ
に
も
行
か
ず
、仕
事

も
で
き
な
い
。息
が
詰
ま
っ
た
」と
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。19（
同
31
）年
１

月
、在
宅
医
療
に
切
り
替
え
。「
医
療
的

ケ
ア
が
あ
って
母
子
分
離
保
育
で
き
る
の

は
こ
こ
だ
け
。サ
ー
ビ
ス
利
用
中
は
気
持

ち
が
解
放
さ
れ
、あ
り
が
た
い
」と
話
し

ま
す
。

　
一
方
、こ
の
ク
リ
ニッ
ク
が
訪
問
診
療

を
行
う
こ
と
も
院
長
を
引
き
受
け
た
理

由
の 

一 

つ
と
言
う
玉
崎
さ
ん
。「
訪
問
診

療
時
は
、『
ホ
ー
ム
』に
い
る
安
心
感
か

ら
外
来
時
と
は
違
っ
た
姿
が
見
ら
れ

る
。真
の
在
宅
支
援
の
た
め
に
は
、自
宅

で
過
ご
す
子
ど
も
の
表
情
を
知
っ
て
お

か
な
い
と
」と
訪
問
診
療
の
意
義
に
力

を
込
め
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
、ク
リ
ニ
ッ
ク
に

お
問
い
合
わ
せ
を
。見
学
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

暮らし日本一　鳥取県

　 米子市両三柳
☎0859-29-8010      0859-29-8020
http://www.hakuai-hp.jp/kodomo/

所
F

月 火 水 木 金 土
外来（午前９時～正午）
訪問（午後２時～４時） 休 休
外来(午後4時～5時30分) 休 休

日
休
休
休

　　　　：土曜日は午前９時～午後１時
　休診 ：水曜日・土曜日の午後、日曜日、祝日、年末年始
■障がい児通所事業
　○医療型児童発達支援・児童発達支援／平日午前9時～午後5時
　○放課後等デイサービス／平日午後１時～５時
※このほか、訪問リハビリや医療型短期入所を実施。

博愛こども発達・在宅支援クリニック
医療法人同愛会

　重い障がいや日常的に医療的ケア
を必要としているなど難病の子どもと
その家族は、地域で生活する上でさま
ざまな困難を抱えています。県は日本
財団との共同事業で、医療・福祉の多
機能型施設を整備し、また、自宅や病
室にいながら学習に参加できる機器
を導入。取り組みを広げ、子どもたち
と家族の地域生活を支援します。

　重い障がいや日常的に医療的ケア
を必要としているなど難病の子どもと
その家族は、地域で生活する上でさま
ざまな困難を抱えています。県は日本
財団との共同事業で、医療・福祉の多
機能型施設を整備し、また、自宅や病
室にいながら学習に参加できる機器
を導入。取り組みを広げ、子どもたち
と家族の地域生活を支援します。

ケアを支援する専門人材育成も実施（写真提供＝玉崎さん）

2019.73 2019.7 2
（※１）気道に唾液やたんがたまらないよう、チューブを使って吸引する。
（※２）鼻から胃まで、またはおなかに開けた穴（胃ろう）にチューブを通して栄養摂取を行う。
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分
身
ロ
ボ
で
病
児
の
学
習
支
え
る

　
県
は
、病
院
や
自
宅
で
療
養
し
て
い

る
病
気
療
養
児
が
学
校
の
授
業
や
行

事
に
参
加
で
き
る
よ
う
、分
身
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｏｒ
ｉ
Ｈ
ｉｍｅ（
オ
リ
ヒ
メ
）＝
下
写

真
＝
」を
導
入
し
ま
し
た
。教
育
現
場
へ

の
導
入
は
鳥
取
県
が
全
国
初
で
す
。

　
こ
れ
も
、難
病
の
子
ど
も
と
家
族
を

支
え
る
日
本
財
団
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
つ
。２
０
１
７（
平
成
29
）年

度
か
ら
２
年
間
、県
立
鳥
取
養
護
学

校
、同
皆
生
養
護
学
校
、米
子
市
立
就

将
小
学
校
に
試
験
的
に
１
台
ず
つ
導

入
。ス
ム
ー
ズ
な
学
校
復
帰
に
つ
な
が
る

と
い
う
結
果
が
今
年
３
月
、県
・
医
師
・

研
究
者
ら
で
構
成
さ
れ
る
検
証
会
で
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
手
を
上
げ
た
り
、首
を
振
っ
た
り
す

る
な
ど
の
オ
リ
ヒ
メ
の
動
作
は
、教
室
の

子
ど
も
た
ち
に
受
け
入
れ
や
す
く
、本

人
の
分
身
と
し
て
声
を
掛
け
ら
れ
ま

す
。一
方
、操
作
す
る
方
も
病
室
や
自
宅

の
様
子
、療
養
中
の
姿
が
相
手
側
に
映

ら
な
い
た
め
、気
を
遣
う
こ
と
な
く
使

用
で
き
ま
す
。

　
実
証
事
業
に
関
わ
っ
た
、難
病
の
子

ど
も
の
支
援
団
体「
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
兼・コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン・コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社
）の
今
川
由
紀
子

さ
ん
は「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
友
だ
ち
を
感

じ
る
こ
と
は
、療
養
生
活
を
送
る
子
を

治
療
に
前
向
き
に
さ
せ
る
。中
に
は『
ロ

ボ
ッ
ト
を
作
る
人
に
な
り
た
い
』と
将
来

を
語
る
子
も
」と
話
し
ま
す
。

　

 

先
進
例
広
げ
生
活
の
安
心
つ
く
る

　
病
室
や
自
宅
か
ら
の
授
業
参
加
を

可
能
に
し
、学
習
や
学
校
復
帰
の
支
援

を
担
う
オ
リ
ヒ
メ
。こ
れ
ま
で
実
証
実

験
を
行
っ
た
３
校
に
８
台
が
配
備
さ
れ
、

本
年
度
か
ら
他
校
の
子
ど
も
へ
の
貸
し

出
し
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。（
手
続
き

は
４
頁
を
参
照
）

　
ま
た
、博
愛
こ
ど
も
発
達
・
在
宅
支

援
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、医
療
と
福
祉
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
提
供
と
同
時
に
、人
材
育
成

に
よ
っ
て
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
、県

内
初
の
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
広
が
り
が
や

が
て
、難
病
の
子
ど
も
と
家
族
が
安
心

し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
社
会
へ
と
つ
な

が
り
ま
す
。

使
う
人
に
合
わ
せ
、社
会
に
つ
な
ぐ
相
棒

使
う
人
に
合
わ
せ
、社
会
に
つ
な
ぐ
相
棒

県
立
皆
生
養
護
学
校
の
実
践
例

県
立
皆
生
養
護
学
校
の
実
践
例

　
皆
生
養
護
学
校
５
年
生
の
加
藤
愛
美

さ
ん
は
重
い
心
臓
病
が
あ
り
、感
染
症

を
避
け
る
た
め
、週
に
数
回
、通
学
し
て

授
業
を
受
け
る
ほ
か
、教
員
が
自
宅
を

訪
ね
て
授
業
を
す
る
訪
問
教
育
を
受
け

て
い
ま
す
。登
校
し
た
日
に
は
、「
行
け
て

良
か
っ
た
ね
。あ
り
が
と
う
」と
母
に
伝

え
る
愛
美
さ
ん
。学
校
で
の
授
業
は
、た

と
え
数
時
間
で
も
う
れ
し
く
、長
期
の
休

み
は
気
持
ち
に
張
り
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
ほ
ど
で
す
。

オリヒメとは
　オリィ研究所（東京都）が開発したカメラ・マイ
ク・スピーカー搭載の上半身人型ロボット。タブ
レット端末で操作し、離れた場所で、周囲を見渡
したり、操作する人の声を届けたりすることがで
きます。
　体を動かすことが困難な人や呼吸器を付け
ているため話すことができない人には、視線入
力装置搭載のオリヒメアイが使いやすいです。

利用希望者には貸し出します
　一定期間入院や自宅療養する公立学校の児童
生徒に必要に応じてオリヒメを貸し出します。希
望する場合は、在籍する学校に申し出てくださ
い。利用の決定は、学校を通じてお知らせします。
　オリヒメは、コラボレーション・コンサルティン
グ合同会社が学校に届け、使い方も同社が指導
します。詳細はお問い合わせください。

　２０１６（平成28）年に開設された「小児在宅支
援センター」に関わったことがきっかけで、病気
や障がいのある子を社会へつなぐ活動を開始し
ました。日本財団に相談したところ、オリヒメを
紹介され、実証実験に関わることに。学校の先生
と共に悩んだ活用方法は、今や校内のみなら
ず、遠足や社会科研修などにも。

　校外にオリヒメを連れて行くことで、自宅や病
室でオリヒメを操作する子も、友だちと同じ時に
同じものを見ることができます。さらに、将棋や
トランプでの対戦も。教室の子どもと対戦する
オリヒメは、まさに操作する子の分身でした。
　また、気管切開により会話ができなくなった
子にオリヒメアイ（左欄参照）を使ってもらったと
きのこと。オリヒメを介して、わが子と会話がで
きたと心から喜ばれました。
　誰にでも対応可能とまではいかなくとも、オリ
ヒメは使う人に合わせてコミュニケーションを当
たり前にする方法の一つです。

県教育委員会事務局特別支援教育課
☎0857-26-7575　　0857-26-8101

問
F

県
庁
子
ど
も
発
達
支
援
課

　（
障
が
い
児
等
の
地
域
生
活
支
援
関
係
）

☎
０
８
５
７・２
６・７
８
６
５

　
０
８
５
７・２
６・８
１
３
６

県
教
育
委
員
会
事
務
局
特
別
支
援
教
育
課

　（
遠
隔
学
習
支
援
関
係
）

☎
０
８
５
７・２
６・７
５
７
５

　
０
８
５
７・２
６・８
１
０
１

問
FF

　
オ
リ
ヒ
メ
を
通
じ
た
遠
隔
学
習
は
、

２
０
１
７（
平
成
29
）年
11
月
か
ら
。生
活

経
験
を
中
心
と
し
た
学
習
の
ほ
か
、６
年

生
を
送
る
会
や
始
業
式
の
時
な
ど
に
活

用
し
ま
し
た
。

　「
家
の
中
の
様
子
が
相
手
側
に
映
ら
な

い
の
で
、気
軽
に
使
用
で
き
る
の
が
利
点

の
一
つ
」と
話
す
の
は
愛
美
さ
ん
の
お
母

さ
ん
。愛
美
さ
ん
も
初
め
は
、端
末
の

操
作
と
オ
リ
ヒ
メ
の
実
際
の
動
き
が
イ

メ
ー
ジ
し
に
く
か
っ
た
も
の
の
、オ
リ
ヒ

メ
を
介
し
て
教
室
の
友
だ
ち
に
話
し
掛

け
ら
れ
、音
楽
学
習
で
は
友
だ
ち
と
共
に

楽
し
む
様
子
も
。６
年
生
を
送
る
会
に

向
け
て
は
、当
日
ま
で
歌
を
懸
命
に
練
習

し
ま
し
た
。会
に
は
、オ
リ
ヒ
メ
を
使
い
、

在
校
生
の
一
人
と
し
て
参
加
。練
習
を
重

ね
た
歌
で
、み
ん
な
と
一
緒
に
６
年
生
を

送
り
ま
し
た
。

　
自
宅
で
家
族
だ
け
と
過
ご
す
愛
美
さ

ん
に
、一
つ
で
も
多
く
の
経
験
を
さ
せ
た

い
と
願
う
お
母
さ
ん
。「
会
の
当
日
だ
け

で
な
く
準
備
の
段
階
か
ら
自
分
も
関
わ

る
こ
と
が
で
き
、そ
の
体
験
が
自
分
の
も

の
に
な
っ
た
」と
娘
の
成
長
に
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ヒ
メ
を「
ヒ
メ
」と
呼
び
、県
内

外
に
発
信
し
て
い
る
今
川
さ
ん（
左
）

と
石
原
さ
ん（
右
）

手を上げる、拍手をするな
ど頭や腕を動かして意思表
示も。上写真は「うーん」と
悩むオリヒメ

同
時
の
体
験
が
成
長
促
す

学
校
で
初
め
て
オ
リ
ヒ
メ
を
体
験
し
た
と
き
の

加
藤
愛
美
さ
ん（
手
前
）（
写
真
提
供
＝
皆
生
養

護
学
校
）

手を挙げたり、
うなずいたり

映像と音声

遠隔操作

教室 病室や
自宅タブレット

端末

分身ロボットによる学習支援のイメージ

コラボレーション・コンサルティング合同会社
代表社員　石原睦巳さん、今川由紀子さん

か 

と
う
こ
と 

み
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分
身
ロ
ボ
で
病
児
の
学
習
支
え
る

　
県
は
、病
院
や
自
宅
で
療
養
し
て
い

る
病
気
療
養
児
が
学
校
の
授
業
や
行

事
に
参
加
で
き
る
よ
う
、分
身
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｏｒ
ｉ
Ｈ
ｉｍｅ（
オ
リ
ヒ
メ
）＝
下
写

真
＝
」を
導
入
し
ま
し
た
。教
育
現
場
へ

の
導
入
は
鳥
取
県
が
全
国
初
で
す
。

　
こ
れ
も
、難
病
の
子
ど
も
と
家
族
を

支
え
る
日
本
財
団
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
つ
。２
０
１
７（
平
成
29
）年

度
か
ら
２
年
間
、県
立
鳥
取
養
護
学

校
、同
皆
生
養
護
学
校
、米
子
市
立
就

将
小
学
校
に
試
験
的
に
１
台
ず
つ
導

入
。ス
ム
ー
ズ
な
学
校
復
帰
に
つ
な
が
る

と
い
う
結
果
が
今
年
３
月
、県
・
医
師
・

研
究
者
ら
で
構
成
さ
れ
る
検
証
会
で
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
手
を
上
げ
た
り
、首
を
振
っ
た
り
す

る
な
ど
の
オ
リ
ヒ
メ
の
動
作
は
、教
室
の

子
ど
も
た
ち
に
受
け
入
れ
や
す
く
、本

人
の
分
身
と
し
て
声
を
掛
け
ら
れ
ま

す
。一
方
、操
作
す
る
方
も
病
室
や
自
宅

の
様
子
、療
養
中
の
姿
が
相
手
側
に
映

ら
な
い
た
め
、気
を
遣
う
こ
と
な
く
使

用
で
き
ま
す
。

　
実
証
事
業
に
関
わ
っ
た
、難
病
の
子

ど
も
の
支
援
団
体「
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
兼・コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン・コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社
）の
今
川
由
紀
子

さ
ん
は「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
友
だ
ち
を
感

じ
る
こ
と
は
、療
養
生
活
を
送
る
子
を

治
療
に
前
向
き
に
さ
せ
る
。中
に
は『
ロ

ボ
ッ
ト
を
作
る
人
に
な
り
た
い
』と
将
来

を
語
る
子
も
」と
話
し
ま
す
。

　

 

先
進
例
広
げ
生
活
の
安
心
つ
く
る

　
病
室
や
自
宅
か
ら
の
授
業
参
加
を

可
能
に
し
、学
習
や
学
校
復
帰
の
支
援

を
担
う
オ
リ
ヒ
メ
。こ
れ
ま
で
実
証
実

験
を
行
っ
た
３
校
に
８
台
が
配
備
さ
れ
、

本
年
度
か
ら
他
校
の
子
ど
も
へ
の
貸
し

出
し
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。（
手
続
き

は
４
頁
を
参
照
）

　
ま
た
、博
愛
こ
ど
も
発
達
・
在
宅
支

援
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、医
療
と
福
祉
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
提
供
と
同
時
に
、人
材
育
成

に
よ
っ
て
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
、県

内
初
の
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
広
が
り
が
や

が
て
、難
病
の
子
ど
も
と
家
族
が
安
心

し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
社
会
へ
と
つ
な

が
り
ま
す
。

使
う
人
に
合
わ
せ
、社
会
に
つ
な
ぐ
相
棒

使
う
人
に
合
わ
せ
、社
会
に
つ
な
ぐ
相
棒

県
立
皆
生
養
護
学
校
の
実
践
例

県
立
皆
生
養
護
学
校
の
実
践
例

　
皆
生
養
護
学
校
５
年
生
の
加
藤
愛
美

さ
ん
は
重
い
心
臓
病
が
あ
り
、感
染
症

を
避
け
る
た
め
、週
に
数
回
、通
学
し
て

授
業
を
受
け
る
ほ
か
、教
員
が
自
宅
を

訪
ね
て
授
業
を
す
る
訪
問
教
育
を
受
け

て
い
ま
す
。登
校
し
た
日
に
は
、「
行
け
て

良
か
っ
た
ね
。あ
り
が
と
う
」と
母
に
伝

え
る
愛
美
さ
ん
。学
校
で
の
授
業
は
、た

と
え
数
時
間
で
も
う
れ
し
く
、長
期
の
休

み
は
気
持
ち
に
張
り
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
ほ
ど
で
す
。

オリヒメとは
　オリィ研究所（東京都）が開発したカメラ・マイ
ク・スピーカー搭載の上半身人型ロボット。タブ
レット端末で操作し、離れた場所で、周囲を見渡
したり、操作する人の声を届けたりすることがで
きます。
　体を動かすことが困難な人や呼吸器を付け
ているため話すことができない人には、視線入
力装置搭載のオリヒメアイが使いやすいです。

利用希望者には貸し出します
　一定期間入院や自宅療養する公立学校の児童
生徒に必要に応じてオリヒメを貸し出します。希
望する場合は、在籍する学校に申し出てくださ
い。利用の決定は、学校を通じてお知らせします。
　オリヒメは、コラボレーション・コンサルティン
グ合同会社が学校に届け、使い方も同社が指導
します。詳細はお問い合わせください。

　２０１６（平成28）年に開設された「小児在宅支
援センター」に関わったことがきっかけで、病気
や障がいのある子を社会へつなぐ活動を開始し
ました。日本財団に相談したところ、オリヒメを
紹介され、実証実験に関わることに。学校の先生
と共に悩んだ活用方法は、今や校内のみなら
ず、遠足や社会科研修などにも。

　校外にオリヒメを連れて行くことで、自宅や病
室でオリヒメを操作する子も、友だちと同じ時に
同じものを見ることができます。さらに、将棋や
トランプでの対戦も。教室の子どもと対戦する
オリヒメは、まさに操作する子の分身でした。
　また、気管切開により会話ができなくなった
子にオリヒメアイ（左欄参照）を使ってもらったと
きのこと。オリヒメを介して、わが子と会話がで
きたと心から喜ばれました。
　誰にでも対応可能とまではいかなくとも、オリ
ヒメは使う人に合わせてコミュニケーションを当
たり前にする方法の一つです。

県教育委員会事務局特別支援教育課
☎0857-26-7575　　0857-26-8101

問
F

県
庁
子
ど
も
発
達
支
援
課

　（
障
が
い
児
等
の
地
域
生
活
支
援
関
係
）

☎
０
８
５
７・２
６・７
８
６
５

　
０
８
５
７・２
６・８
１
３
６

県
教
育
委
員
会
事
務
局
特
別
支
援
教
育
課

　（
遠
隔
学
習
支
援
関
係
）

☎
０
８
５
７・２
６・７
５
７
５

　
０
８
５
７・２
６・８
１
０
１

問
FF

　
オ
リ
ヒ
メ
を
通
じ
た
遠
隔
学
習
は
、

２
０
１
７（
平
成
29
）年
11
月
か
ら
。生
活

経
験
を
中
心
と
し
た
学
習
の
ほ
か
、６
年

生
を
送
る
会
や
始
業
式
の
時
な
ど
に
活

用
し
ま
し
た
。

　「
家
の
中
の
様
子
が
相
手
側
に
映
ら
な

い
の
で
、気
軽
に
使
用
で
き
る
の
が
利
点

の
一
つ
」と
話
す
の
は
愛
美
さ
ん
の
お
母

さ
ん
。愛
美
さ
ん
も
初
め
は
、端
末
の

操
作
と
オ
リ
ヒ
メ
の
実
際
の
動
き
が
イ

メ
ー
ジ
し
に
く
か
っ
た
も
の
の
、オ
リ
ヒ

メ
を
介
し
て
教
室
の
友
だ
ち
に
話
し
掛

け
ら
れ
、音
楽
学
習
で
は
友
だ
ち
と
共
に

楽
し
む
様
子
も
。６
年
生
を
送
る
会
に

向
け
て
は
、当
日
ま
で
歌
を
懸
命
に
練
習

し
ま
し
た
。会
に
は
、オ
リ
ヒ
メ
を
使
い
、

在
校
生
の
一
人
と
し
て
参
加
。練
習
を
重

ね
た
歌
で
、み
ん
な
と
一
緒
に
６
年
生
を

送
り
ま
し
た
。

　
自
宅
で
家
族
だ
け
と
過
ご
す
愛
美
さ

ん
に
、一
つ
で
も
多
く
の
経
験
を
さ
せ
た

い
と
願
う
お
母
さ
ん
。「
会
の
当
日
だ
け

で
な
く
準
備
の
段
階
か
ら
自
分
も
関
わ

る
こ
と
が
で
き
、そ
の
体
験
が
自
分
の
も

の
に
な
っ
た
」と
娘
の
成
長
に
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ヒ
メ
を「
ヒ
メ
」と
呼
び
、県
内

外
に
発
信
し
て
い
る
今
川
さ
ん（
左
）

と
石
原
さ
ん（
右
）

手を上げる、拍手をするな
ど頭や腕を動かして意思表
示も。上写真は「うーん」と
悩むオリヒメ

同
時
の
体
験
が
成
長
促
す

学
校
で
初
め
て
オ
リ
ヒ
メ
を
体
験
し
た
と
き
の

加
藤
愛
美
さ
ん（
手
前
）（
写
真
提
供
＝
皆
生
養

護
学
校
）

手を挙げたり、
うなずいたり

映像と音声

遠隔操作

教室 病室や
自宅タブレット

端末

分身ロボットによる学習支援のイメージ

コラボレーション・コンサルティング合同会社
代表社員　石原睦巳さん、今川由紀子さん

か 

と
う
こ
と 

み
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か
い  
け

し
ょ
う

し
ゅ
う

い
ま
が
わ   

ゆ   

き   

こ

いしはらむつ み


